
崇
禎
二
年

II

皇
帝
救
諭
Ii

昨
年
の
十
月
四
日
、
私
達
の
研
究
室
で
は
、
旅
順
博
物
館
の
韓
行
方
副
館
長
か
ら

郵
送
さ
れ
た
一
枚
の
明
崇
禎
二
年
（
西
暦
一
六
二
九
年
）
八
月
十
六
日
付
の
”
皇
帝

救
諭
“
の
写
真
を
受
け
取
っ
た
。
鑑
定
し
て
み
る
と
、
こ
れ
は
中
琉
関
係
梢
案
資
料

の
な
か
で
も
っ
と
も
得
が
た
い
珍
品
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。
以
下
に
全
文
を
書
き
写

し
て
み
る
。

皇
帝
勅
諭
琉
球
國
王
世
子
尚
豊
得
奏
た
小
父

王
尚
寧
於
泰
昌
元
年
九
月
十
九
日
斃

逝
た
小
為
世
子
理
宜
承
襲
特
遣
戸
科
右

給
事
中
杜
三
策
行
人
司
司
正
楊
倫
封

た
小
為
琉
球
國
中
山
王
嗣
理
國
政
併
賜

た
小
及
妃
冠
服
採
幣
等
物
念
た
小
父
紹
贋

國
統
作
鎮
海
邦
率
職
輸
誠
慎
終
如
始

中
遭
隣
侮
旋
致
堵
安
克
緩
提
封
迄
於

没
世
た
小
以
元
胤
國
人
蹄
心
嗣
服
之
初

倍
宜
競
場
其
尚
祗
循
侯
度
格
守
王
章

提
身
以
率
勘
臣
民
筋
政
而
輯
寧
邦
域

網
謬
漏
戸
保
固
藩
踊
庶
無
添
ホ
前
人

用
副
予
之
顕
命
欽
哉
故
諭

徐

恭

生

（
翻
訳
陳
賓
来
）

に
つ
い
て
の

一
考
察

紗
帽
一
頂
展
角
全

金
廂
犀
束
帯
一
條

常
服
羅
一
套

大
紅
織
金
胸
背
麒
麟
圏
領
一
件

青
搭
複
一
件
緑
貼
裏
一
件

皮
弁
冠
一
副

七
旅
阜
緻
紗
皮
弁
冠
一
頂
旅
珠
金
事
件
全

玉
圭
一
枝
袋
全

五
章
絹
地
紗
皮
弁
服
一
套

大
紅
素
皮
弁
服
一
件
素
白
中
箪
一
件

網
色
素
前
後
裳
一
件
纏
色
素
蔽
膝
一
件
玉
釣
全

網
色
粧
花
錦
綬
一
件
金
釣
玉
汀
濡
全

紅
白
素
大
帯
一
條

大
紅
素
紆
絲
罵
一
雙
禎
全

丹
攀
紅
平
羅
錯
金
灰
包
歌
四
條

紆
絲
二
疋

黒
緑
暗
花
八
費
骨
染
雲
一
疋

深
青
素
一
疋

羅
二
疋

黒
緑
暗
花
八
賓
骨
染
雲
一
疋

素
青
一
疋

白
毯
絲
布
十
疋

國
王

頒
賜
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一
、
敷
諭
上
の
印
鑑
に
つ
い
て

（
廣
運
之
賓
）

崇
禎
二
年
八
月
十
六
日

妃
紆
絲
二
疋

黒
緑
暗
細
花
一
疋

羅
二
疋

黒
緑
暗
細
花
一
疋

白
毯
絲
布
十
疋

深
青
素
一

疋

素
青
一

疋

赦
諭
に
は
「
廣
運
之
賓
」
の
捺
印
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

明
朝
皇
帝
が
群
臣
百
官
を

奨
諭
す
る
時
に
使
用
す
る
御
賓
で
あ
る
。
『
績
文
猷
通
考
』
巻
九
十
五
の
記
載
文
に
よ

る
と、

「
皇
帝
賣
璽
、
明
代
初
期
に
は
十
七
個
あ
る
。

大
き
い
も
の
は
、
皇
帝
奉
文
之

賓
、
皇
帝
之
費
、
皇
帝
行
賓
、
皇
帝
信
賓
、
天
子
之
賓
、
天
子
行
賓
、
天
子
信
賓
、

制
詰
之
賓
、
敷
命
之
賓
、
広
運
之
賓
、
皇
帝
尊
親
之
賓
、
皇
帝
親
々
之
費
、
敬
天
勤

民
之
賓
、
御
前
之
費
、
表
章
経
史
之
賓
、
欽
文
之
璽
と
称
す
」
。
以
上
の
御
費
に
つ
い

て
、
『
歴
代
貿
案
』
第

一
集
で
見
ら
れ
る
「
皇
帝
之
賓
」
は
十
一
件
で
、
「
救
命
之
賓
」

は
一
件
あ
り
、
「
廣
運
之
賓
」
は
八
件
あ
り
、
「
皇
帝
尊
親
之
賓
」
が
二
件
あ
る
。
そ

れ
か
ら
、
「
救
詔
之
費
」
を
捺
印
し
た
御
賣
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
績
文
獣
通
考
』
で
記

さ
れ
て
な
い
も
の

で
、
丁
度
同
古
の
欠
け
て
い
る
部
分
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

同
書
で
は
明
代
初
期
皇
帝
の
費
璽
は
、
「凡
十
七
」
と
記
し
て
い
る
が
、

列
挙
さ
れ
た
の
が
十
六
個
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
も
し
こ
の
「
救
詔
之
賓
」
を
加
え

た
ら
完
全
で
あ
る
と
言
え
る
。

屯
｀
柏
を
（
年
令
月
ナ
ネ
14

名
嘉
術
九
誓
王
芦
寸
ク
合
羹
文
わ

象
ご
喜
土
合
キ
ん
i

免
委
9：
也

手
誓
を
喜
逹
ク
科
名
誓
ふ
知
文

行
人
司
、
舌
視
協
封
省
為
蕉
珠
戌
中
山
王

詞
窪
塁
係
賜
麻
及
を
麻
悲
苓
斧
塁

一
勾
久
誓
責
岱
伍
杏
栞
五
虞
筏
知

”
ご
達
息
竺
決
役
所
ゃ
を
生
賃
寄

汲
言
竺
だ
責
人
呵
涵
を
は
宜

我
祐
洪
あ
秘
循
侠
度
裕
羽
そ
翌
分
）
菜

-？

li氏
務
灸
己
惹
？
氣
悶
＇

．懇
戸
称
国

繕
塾
危
恙
を
包
呵
賃
劇
予
之
敲
合
:

益
領
晶
府
牡
式

「歴代宝案J(台湾大学本）第 1集巻 2
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=!= +九七七七六三二
行
数

+++ 十 十九＋十— 字
六 四五二 六四一 数

欽輯提迄克旋慎社寧尚
？寧射於緩致絡如 三 歴

邦以没提者 策示
代

城率世封安始 泰
貿

昌
案

元
年

欽〖輯褪迄克旋惧杜尚
哉 身於緩致終如三寧於 原

以没提堵 策
率世封安始 泰

昌
件元

年

『歴
代
賓
案
』
第
一
集
巻
二
で
、
同
「
敷
諭
」
の
本
文
部
分
を
書
き
写
し
て
い
る
。

中
国
の
皇
帝
が
琉
球
国
王
と
妃
へ
下
賜
す
る
品
は
「
有
條
式
」
（
箇
条
書
き
に
し
て
列

挙
す
る
方
式
）
を
用
い
て
記
し
て
い
る
が
、
「
有
條
式
」
三
文
字
は
省
略
し
て
あ
る
。

し
か
し
、
同
「
救
諭
」
は
、
『
歴
代
費
案
』
の
不
足
部
分
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
、
『
歴
代
賓
案
」
は
書
き
写
し
す
る
際
に
少
な
く
な
い
錯
誤
や
脱
欄
が
あ
る
。

以
下
に
正
誤
表
を
挙
げ
る
。

以
上
の
よ
う
な
錯
誤
や
脱
淵
が
あ
る
こ
と
は
、
文
章
を
書
き
写
し
す
る
際
に
免
か
れ

が
た
い
こ
と
で
あ
る
が
、
た
だ
こ
の
点
か
ら
し
て
見
て
も

『歴
代
賣
案
』
の
整
理
作

業
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
、
願
わ
く
は

『歴
代
費
案
』
の

整
理
作
業
は
、
清
政
府
に
関
す
る
梢
案
の
整
理

・
出
版
作
業
と
同
時
に
進
行
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
進
行
す
れ
ば

『歴
代
賓
案
」
の
再
版
の
品
質
の
保
証

が
で
き
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

二
、
『
歴
代
賓
案
』
と
の
比
較

こ
の
「
敷
諭
」
は
、
も
と
も
と
琉
球
の
国
宝
で
あ
り
、
中
山
王
府
に
保
存
す
る
の

が
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
な
ぜ
中
国
に
逆
戻
り
し
た
の
か
。
私
は
、

一

九
九
0
年
に

『地
域
と
文
化
』
の
第
五
十
八
•

五
十
九
号
の
合
併
号
で
「
琉
球
国
王

印
信
問
題
研
究
」
と
い
う
一
文
を
発
表
し
た
。
文
中
で
す
で
に
こ
の
問
題
点
に
つ
い

て
触
れ
て
お
い
た
が
、
具
体
的
な
資
料
が
欠
乏
し
て
い
る
た
め
展
開
し
て
い
な
い
。

同
文
の
な
か
で
「
ニ
ハ
四
四
年
、
満
州
族
の
貴
族
集
団
が
関
内
へ
入
り
、
大
清
封
建

帝
国
政
権
を
建
立
し
た
。
そ
の
対
外
政
策
は
明
の
制
度
を
継
承
し
て
お
り
、
周
辺
の

隣
国
は
以
前
明
が
与
え
た
勅
印
を
返
上
し
て
、
臣
と
し
て
服
従
し
、
貢
納
す
れ
ば
、

直
ち
に
大
清
王
朝
と
宗
藩
関
係
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
記
し
て
あ
る
。
今
、

『清
史
稿
』
五
百
二
十
六
巻
「
琉
球
偲
」
を
調
べ
て
見
る
と
、
「
琉
球
は
、
福
建
泉
州

府
東
海
中
に
あ
り
、
初
め
は
明
朝
末
期
に
琉
球
国
王
・尚
賢
が
金
応
元
を
派
遣
し
て
、

請
封
を
願
う
が
、
路
上
で
阻
止
さ
れ
、
間
に
留
ま
る
。
清
順
治
三
年
、
福
建
を
平
定
、

使
者
と
通
事

・
謝
必
振
ら
は
江
寧
に
至
っ
て
、
洪
承
疇
経
略
使
を
願
っ
て
、
北
京
へ

護
送
し
て
も
ら
う
。
し
か
し
、
礼
官
は
前
朝
の
救
印
を
ま
だ
納
め
て
な
い
理
由
か
ら

受
封
を
断
る
。
四
年
、
使
者
に
衣
服
、
帽
子
、
布
吊
を
下
賜
し
て
帰
す
。
こ
の
年
、

尚
賢
王
死
去
。
弟

・
尚
質
は
世
子
と
自
称
し
、
使
者
を
派
遣
し
て
、
表
を
奉
っ
て
、

帰
順
す
る
。
十
年
、
使
者
を
派
遣
し
て
、
朝
貢
へ
赴
く
。
翌
年
、
再
び
貢
使
を
派
遣

し
て
、
前
朝
に
受
け
賜
っ
た
赦
印
を
納
め
、
受
封
を
請
う
、
允
可
す
る
」
と
詳
細
に

記
さ
れ
て
あ
る
。

順
治
十
一
年
（
一
六
五
四
年
）
王
舅
・
馬
宗
毅
は
旧
赦
を
清
朝
に
納
め
た
。
こ
れ

が
、
即
ち
今
日
の
旅
順
博
物
館
で
発
見
さ
れ
た
崇
禎
二
年
の
”
皇
帝
救
諭
“
で
あ
る
。

明
朝
が
杜
三
策
と
楊
倫
を
派
遣
し
て
、
琉
球
へ
赴
き
、
尚
豊
を
中
山
王
と
し
て
冊
封

二
、
な
ぜ
こ
の
「
敷
諭
」
が
中
国
に
逆
戻
り
し
た
の
か
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し
た
こ
と
は
、
冊
封
使
節
が
琉
球
へ
赴
き
、
冊
封
祝
賀
の
儀
式
へ
参
加
し
た
明
代
で

の
最
終
回
と
な
る
。
ま
た
、
同
敷
諭
が
な
ぜ
北
京
の
故
宮
か
ら
東
北
の
旅
順
博
物
館

に
流
出
し
た
の
か
？
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
地
域
と
文
化
』
で
触
れ
て

お
い
た
通
り
、
羅
振
玉
先
生
が
天
津
で
保
存
し
て
い
る
部
分
の
明
清
梢
案
を
そ
の
後

旅
順
へ
運
ん
で
整
理
し
た
か
ら
で
あ
る
。
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